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な障害ともなっており、その「罪科」は大きいとする（神崎 1989: 130）。 
 このように明確でないにせよ、とくに民具研究の側からすると、民芸（運動）は、「資料」
か「美」かという観点から、あるいは「綜合」か「個々」かという観点からして相容れない








































                                                   
2 『柳宗悦全集』からの柳の引用・参照については、煩雑さを避けるため、文中には当該
の文章の初出年を示し、文献一覧の中で、全集の刊行年を示すようにした。 








































                                                   
3 他の 5点は、（1点目と重複しているが）「実用品であること」および「平常性」「健康
性」「単純性」「協力性」であるとされる。 
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図１ 『雑器の美』（日本民芸美術館編 1927） 
 













図４ 囲炉裏における自在および自在鉤（秋葉 1932より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
